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つばめ市議会NOTEBOOK 4

議決結果・議員の賛否他

	11月	18日
全員協議会、臨時会、議員懇談会
（初議会のため議運無し）

	11月	22日
議会広報等特別委員会、燕弥彦総合事務組合議
会　第1回定例会

	12月	 1日 議会運営委員会

	12月	 2日 議会広報等特別委員会

	12月	 5日 議員懇談会、全員協議会、議員協議会

	12月	 6日 議員協議会、議員懇談会

	12月	13日 定例会本会議（初日）、議会運営委員会

	12月	14日 定例会本会議（２日目）

	12月	15日 定例会本会議（３日目）

	12月	19日 総務文教常任委員会

	12月	20日 市民厚生常任委員会

	12月	21日 産業建設常任委員会

	12月	23日
議会運営委員会、全員協議会、定例会本会議（最
終日）、議員協議会、議員懇談会

	 1月	11日 議会広報等特別委員会

	 1月	18日 議会運営委員会

	 1月	23日 議会報等特別委員会行政視察（１日目）

	 1月	24日 議会報等特別委員会行政視察（２日目）

	 1月	30日 議会運営委員会、全員協議会、第１回臨時会

	11月		1日 兵庫県姫路市	　つばめ産学協創スクエア事業について

	11月	 7日 	東京都稲城市	つばめ若者会議について

	11月	 9日 北海道室蘭市	 	企業の脱炭素化支援について

	11月	14日 岡山県津山市	 移住定住の取り組みについて

	11月	22日 新潟県十日町市　タブレット端末の導入と活用について

視察の受け入れ

◎は全会一致、○は賛成多数、△は継続審査、×は否決12月定例会の議決結果

網かけ（　　）は、賛否が分かれた議案等です。
賛成数・反対数、議員の賛否内訳は下の表をご
覧ください。議案等の詳細、過去の賛否内訳も
議会ホームページから見ることができます。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

条
例
の
制
定
・
改
正

50 燕市個人情報の保護に関する法律施行
条例の制定

◎ P.3

51 燕市職員の給与に関する条例の一部改正 ◎

52 燕市議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部改正

◎

53 燕市特別職の職員の給与に関する条例
の一部改正

◎

54 燕市児童クラブ条例の一部改正 ◎

令
和
４
年
度

補
正
予
算

59 一般会計補正予算（第8号） ◎ P.3
60 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎
61 介護保険事業特別会計補正予算（第2号） ◎
62 下水道事業会計補正予算（第１号） ◎
64 一般会計補正予算（第9号） ◎
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請願 5 不採択 5 14 0 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
請願 6 不採択 5 14 0 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

各議員の賛否 

賛否にズームイン　討論

賛否が分かれた上表の網かけ（　　）の議案等について、議員別に賛否を公表します。
※○は賛成、●は反対、欠は欠席、棄は棄権。なお議長（中山眞二）は採決には加わらない。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

人事 63 燕市監査委員の選任 ◎

そ
の
他

55 指定管理者の指定（燕市障がい者地域
生活支援センター）

◎ P.2

56 指定管理者の指定（燕市吉田老人センター） ◎

57 指定管理者の指定（燕市吉田北公民館
ほか１施設）

◎

請願
5 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改

善を求める請願 ×
6 介護保険制度の改善を求める請願書 ×

議会日誌　主な動きをお知らせします

反対　年金制度の改革だ
けではなく、人々の暮ら
しや変化を踏まえた上で、
様々なことを社会全体で
支えていける、包括的支
援を行うことも必要。

賛成　仮に日本にお
いて、年金制度がな
くなってしまったら、
退職後の高齢世代
は生きるための糧を
失うことになる。

反対　社会保障内の
枠内のみで考えるの
ではなく、介護、医療、
予防、住まい、生活支
援が包括的に確保さ
れることが最も重要。

賛成　介護を受ける前提とな
るケアプランの有料化はしな
いでほしい。介護従事者の給
与水準や人員配置基準が低く、
介護サービスと労働条件の改
善が必要。

請願第5号 請願第６号




